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【学会記事】

スマ ウ ト教授講演会

ス コ ッ トラ ン ド史 家 と して 知 られ る ス マ ウ ト教 授(ThomasChristopherSmout,1933

一)の 講 演 会 が 去 る9月24日(水)と27日(⊥)に 京 都 で行 な わ れ た 。 経 済 学 会 主 催 の 講 演

会 は24日 の 講 演 会 で あ って,27口 の講 演 会 は経 済学 会 と 日本 イギ リス哲 学 会,方 法 論 研

究 会 との 共催 で あ っ た 。

教授 は 日本 学 術 振 興 会 の招 聘 で9月12日 に 来 日 し,日 英 歴 史 家 会 議 を挟 ん で 一 橋 大学

で 二 度 の講 演 を行 い,京 都 で の 講演 の あ と,広 島大 学 で の 講 義 を終 えて,30日 に帰 国 し

た が,20日 足 らず の 間 に,わ が 国 の英 国 史,ス コ?ト ラ ン ド史 研 究 者.ス コ ッ「トラ ン ド

啓 蒙 研 究 者 を 中心 と す る研 究者 と交流 し,各 地 の歴 史 遺 産 と 自然 保 護 の 実 情 をみ て まわ

り精 力 的 な 日程 を こ な した.ホ ス トは塚 田 富 治 教授(・..一橋 大 学 〕 で,舟 橋 喜恵 教 授(広

島大 学 〉 と田 中 が協 力 した。

教 授 ば ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 卒業 後,エ デ ィ ンバ ラ大 学 に長 く在 籍 した の ち,.セ ン トア ン

ドル ー ズ大 学 に移 っ て今 日 に い た って い る。 本 来 は.ス コ ッ トラ ン ド史 を専 攻 す る歴 史家

で あ っ たが,近 年 は環 境 史 に力 点 を 移 し,現 在 セ ン トア ン ドルー ズ 大 学 の 環 境 史 研 究所

の教 授 の職 に あ る。 教授 は 歴 史 に もま して 自然 に関 心 が 強 い とい う印 象 を個 人的 に も受

けた が,教 授 は ス コ ッ トラ ン ドの 自然保 護 運 動 で も積 極 的 な役 割 を果 た して い る。

主 な 著 作 は,Scottish"TradeontheEveofUnion1660一 ユ707,(1963),AHistoryof

theScottishPeople,(1969),ACenturyoftheScottishPeople,(1986),共 著 と して,

ScottishPopulationHistoryfromtheユ7thCenturytothe1930.,(ユ977),TheStateof

theScottishWorkingClassin1843,(1979>,ScottishVoices,1745-1960,(1990),Price,

FoodandWagesinScotland,1550一 ユ750,(1995)な どで あ る。

今 回 の 来 日 に あ た っ て 教 授 は4本 の 論 文 を 用 意 さ れ た が,京 都 で は,24日 に

`Eighteenth-CenturyScot】and=TheCuhureofanAchievingSociety' ,27日 に'Scotland

i皿Britain;PerspectivesonanIdentity'を 報 告 して い た だ い だ 。 そ れ ぞ れ20「25名 前 後

の参 加 者 が あ り質 疑 応 答 も活 発 に行 な わ れ た 。

24日 の報 告 は,18世 紀.ス コ ッ トラ ン ドの文 化 の隆 盛 を社 会 史 的 に 説 明 した 興 味 深 い も
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ので あ っ た 。教 授 は ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙 が 誇 る ヒ.ユー ム,ス ミス,ロ バ ー ト ・ア ダ ム,

ハ ッ トン,ミ ラー,モ ンポ ドな どの 知 識 人 た ち の 遺 産 か ら話 を始 め,ス コ ッ トラ ン ドの

伝 統 社 会 が イ ング ラ ン ドとの合 邦 を 契 機 に,閉 鎖 的 に な るの で は な く,柔 軟 に変 革 を遂

げ た こ と,と りわ け イ ング ラ ン ド,フ ラ ンス,オ ラ ン ダ との 関 係 にお け るい わ ば 開 国 の

対 外 的 コ ンテ ク ス トにお い て外 国 の文 化 を摂 取 して 急 速 に 自己確 立 して い っ た事 情 を 回 』

顕 し,啓 蒙 の 文 化 を この よ うな社 会的 背 景 と関連 づ け た の で あ るが,教 授 の この 講 演 に.

は 円 熟期 を 迎 え た18世 紀 ス コ ッ トラ ン ド研 究 の 蓄 積 の 厚 みが うかが え た よ うに思 う。

27日 ぽ,ス コ ッ トラ ン ドの ア イ デ ン テ ィ テ ィー問 題 が 取 り上 げ られ た。 一 方 で 家 庭

(家族)一 血 族(氏 族)一 地域一 国 民一 国 家一 帯 国一 超 国 民 とい う順 序 で 拡 大 す る忠 誠 の

輪 と,他 方 で.性 別 一 階 級 一 職 業 一肌 色一 言 語一 宗 教 一一.スポ ー ツー 軍事 文 化 とい った 要

素 を 組 み 合 わ せ た ダ イヤ グ ラ ム を 利 用 しな が ら,「 ネー シ ョ ン」 とい う難 問 を ど う と ら

え た らよ い か,ま た ス コ ッ トラ ン ド(人)は ア イデ ン テ ィテ ィー を ブ リテ ンの なか で ど

う位 置 づ け る こ と がで き るの か,と い う ア クチ ュ アル な問 題 を取 り上 げ た ので あ るが,

ス ゴ ッ トラ ン ド人 は ス コ.ッ トラ ン ドへ の忠 誠 とブ リテ ンへ の 忠 誠 とい う二 重 の ア イ デ ン

テ ィテ ィー を もち う る と述 べ る教 授 は,こ の 難 問 を穏 健,冷 静 に 眺 め る 成 熟 した視 点 か

ら啓蒙 的 な報 告 を行 な った と言 え よ う。

今で は 環境 史 とい う瓢 分 野 に分 け入 った 教 授 は,日 本 で 環境 史 の専 門 家 に は ほ とん ど

出 会 え ず,こ の 分野 で の 日本 の 立 ち後 れ を指 摘 して い る が,日 本 の環 境 史 は 言 うま で も

な く,ス コ ッ トラ ン ドや イ ン グ ラ ン ドの 環 境 史 を専 攻 す る研 究 者 が 日本 に お い て も登 場

す る こ とが 強 く期 待 さ れ て い る。 教授 の 環 境 史 研 究 所 に 留 学 す る人 も 出 て き て ほ しい も

ので あ る。

個 中 秀夫 〉
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経済統計学会第41回 全国総会

1997年9月27日(土 〉,28日(日)の2日 間,京 都大 学経 済学会 の後援 をい ただ き,経

済統計学会 第41回 全国総会が,京 都大学大学 院経 済学研 究科(経 済学部)の 法経2番 教

室を.メイン会場 として開催 された。参加者総数 は108人 であ った。

経済統計学.会は,京 都大学経済学部 の故蜷 川虎 三博 士の学風を重 ん じる学会で あ り,

今次全国総会 も本 質的な分野 か ら現代 的な分 野まで,幅 広い議論 を行な う非常 に有意義

な もの とな った.具 体 的には,問 題別 セ ッションと しては 「国民経済計 算の諸問 題」,.

「高齢化社 会 と統計」,「社会統 計学の理論 と方法」,「日中杜.会統計学の課題」 とい った

4つ のセ ッシ ョンを開催 。「国民経済計 算の諸 問題」 のセ ッシ ョンで は,新SNAの 環

境 ・経 済統合勘定 やその他 のサテ ライ ト勘 定問題 マ ネー フロー表の問題 を討議 。「高

齢化 社会 と統計 」では,世 帯の人口構成,高 齢者統計の問題点,CGEモ デ ルによ る年

金 制度分析 を討議 。「社会統計学 の理論 と方法」 では,デ ー タ解析や 唯物論 と社会統 計

学 の関係 につ いて討議。最後 に,「 日中社会統計学 の課題」で は,こ の タイ トル どお り

の両国社会統計学 の課題 につい て深め た。 とくに この最後 のセ ッションでは 中国首都 経

済貿易大学 よ りわ ざわざ王持位教授が 来 られ,中 国社 会経 済統計 学会会長 と しての全面

的かつ深い報告 をいただいた。

これ らの他 に も,自 由論題 のセ ッションにおいて も多彩 な報告 と討論が行われ た。 タ

イ トルのみ を挙 げる と,「社会変 動 とコンピュー タ ・シ ミュレー シ ョン」,「ア ジアNI

ESの 家計調査」,「構造分析 的産業連 関分析 の系譜⊥ 「共和分 を利用 した我 が国貨 幣需

要関数 の推 定」,「イ ン トラネ ット・エ レク トロニ ックコマー ス ・電子 マネーの現状 と課

題」で あった。 なお,こ の学会 総会全 体に対 し,京 都大学経済学傘会員 の6名 の教 官,

院生が報告,予 定討論,座 長の任を果た している。

最後 に,こ の ような有意義 な学会の開催 に経済学会か ら後援 いただ いたこ とに深 く感

謝 し,報 告 と したい。

(大西 広)
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ギ ュ ン タ ー ・ハ イ ド ゥ ク教 授 特 別 セ ミ ナ ー

今 久 保,渡 辺 とめ 共 同研 究計 画打 合 わ.せ のた め に来 日 した ドイ ツの デ ュー.スプ ル ク ・

ゲ ー ア ハ ル ト ・メ ル カー トル大 学 経 済 学 部 国 際 経 済 関係 論 講 座 主任 ギ ュ ン タ ー ・ハ イ

ドゥ ク教 授(Pro(.Dr.GunterHeiduk>を 迎 え て,特 別 セ ミナ ー 「ヨー ロ ッパ 統.合 と国

境 地 域 間 協 力 」 が,1997年10月28日(火)10時30分 か ら本 館 三 階 会議 室 で行 わ れ た。 当

初 ユ2時 まで の 予 定 で あ った が,勤 務 大 学 で1年 をか けて 講 義 を した 内容 の 要約 を,こ の

機 会 に京 都 大 学 の 学 生 諸君 に披 露 したい と,周 到 に原 稿,資 料 を 準 備 して この セ ミナ 「

に 臨 ん だ 教授 は,時 間 を大 幅 に超 過 して 熱 弁 を振 るい(参 加 者 の 便 宜 を 図 って ドイ ツ語,

通 訳 付 き),講 義 終 ∫は13時10分 を 回 って い た 。 教 授 と の議 論 を 熱望 す る10人 を超 え る

参 加 者 が,引 き続 き昼 食 を取 りなが ら教 授 と ドイ ツ語 も し くは 英 語 で 質 疑応 答 を続 け,

セ ミナ ー が最 終 的 に終 了 した の は実 に15時30分 で あ った 。 ま こ とに 充実 した有 意義 な セ

ミナ ー で あ り,教 授 もま た京 大 生 と の議 論 を大 い に楽 しん だ た よ うで あ る。 授 業 時 間帯

と重 な った た め に学 部 生諸 君が ほ と ん ど参 加 で き なか った こ とが,惜 しま れ る 。

ハ イ ドゥ ク教 授 は1941年 生 まれ で ,戦 後 西 ドイ ツ経 済政 策 史 に 巨大 な足 跡 を残 した か

の ミ ュ ラー ア ルマ ク の最 後 の 弟 子 と して,ケ ル ン大 学 で 教 授 資 格 を 取 得 し,ア ー ヘ ン

:[科 大 学 助手 ・助 教 授 を経 て,1980年 デ ュー ス プル ク大学 教 授 に 就任 した。1983-87年

ま で ドイ ツで は異 例 の長 期 に亘 り経 済 学 部 長 を 務 め て い る。 この 間,同 大 学 付 属 日本 太

平 洋 経 済 技 術 研 究 所(Forschungsinstitutfurwirtachaftlich-t㏄hnischeEntwicklung閃

inJapanand㎞Pazi臨raume.V.)の 創 立 に尽 力 し,今 な おそ の 所 長 を努 め て い る。 教

授 は これ まで一 ・貢 して 国際 秩 序 政 策 〔IntemationaleOrdnungspolitik)の 理 論 的 ・実 証

的研 究 に従 事 し,そ の 過 程 で 次 第 に 日本経 済 へ の 関心 を深 め て来 た よ うで あ る。 す で に

30年 の歴 史 を持 つ 口強 経 済 学 ・社 会科 学 シ ンポ ジ ウム の ドイ ツ側 固定 メ ンバ ー の一 人 で

あ り,現 在 日本 側 責 任 者 を務 め る渡辺 とは 旧 知 の 間柄 で,毎 年 の よ う に来 学 して い る 。

目 下,今 久 保 を交 え て 三 人 の共 同 研 究 が 進 め られ て い る と こ ろで あ る。 今 回 特 別 セ ミ

ナ ー を企 画 す る にあ た り,今 久 保,渡 辺 は さ しあた り頭 書 の テー マを 掲 げ た が,教 授 は

これ に留 ま らず 現 時 点 にお け るEU続 合 の 基 本 問題 につ い て詳 細 に論 じ,参 加 者 はEU
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統 合 の現 時 点 に お け る最 寄 情報 を ふ ん だ ん に 与 え られ て,強 烈 な学 問 的 刺 激 を 受 け た こ

とで あ っ た。 教 授 の 講 義 内 容 は,以 下 の 通 りで あ る 。

1序 章

2ヨ ー ロ 。〉{経済 政 策 の諸 原 則

2・1基 本 原 則:「 補 完 性 原 則 」(prineipleofsubsidiarity〕 と 「均 衡 性 原 則 」

(principleofproportionality)

212政 策 の諸 類 型

2弓 統 合 進 展 の動 態

2・4ヨ ー ロ ッパ 統 合 の 経 済 学

3諸 政 策

3・]共 同体 の専 属 的 権 限 に基 づ く政 策

3・2共 同体 と加 盟 国 と の共 同 任 務 と して の 政 策

3・3加 盟 国 の専 属 的 権 限 に基 づ く政 策

4当 面 の課 題

4・ ユ 通 貨 統.合

4・2農 業 政 策 の改 革

4・3地 域 政策 の改 革(国 境 地 域 間協 力 は こ こで 論 じ られ た)

4・4FUの 東 方 拡 大

4・5制 度 上 の 改 革

「均 衡 性 原 則 」 と い う 用 語 は 最 新 のEU用 語 辞 典,例 え ば5配 伽 例8r伽 盈 馴r

E罵即 断5cゐεカ σηfoπ(Stuttgart1993)やEU-ABC(3.AuH.,Bonn1996)に はG川 ηゐα薦

廊r鞠 所 ψ 船 配～～疏g勧`ま た は 稔 プ掘'翻5η ぬβ喀セ ぬρr歪器 ψ と して 出 て はい るの だが,

教 授 の 解 説 に よ り参 加 者 一 同 初 め て この概 念 のEU法 にお け る重 要 性 を教 え られ た次 第

で あ る。 これ に従 え ば 「相 互 承 認 」(mutualrecognition)が 原 則 で あ って,「 均 等 化 」

(harmonization)は 例 外 を なす とい う教 授 の 説 明 を 聴 い て,私 た ちのharmonization概

念 の 理解(α 朋 〃!oπと 加'副 と の概.念 的峻 別)不 足 を 思 い 知 ら さ れ た こ とで あ っ た 。

これ は統 合 ヨー ロ ッパ に お け るnationstateの 存 在 意 義 に 関わ る こ とで あ り,け っ して

等 閑 に付 され るべ き些 事 で は な い 。 ヨー ロ ッパ統 合 の 最 終 目標 は 「ヨー ロ ッパ 合衆 国 」

(UnitedStatesofEurope)の 構 築 に で は な く,む しろConfederationofEuropeと して

の 「連 盟 」 の 実 現 にあ るの だ とい ラ教 授 の説 明 は,教 授 が ドイ ツの 経 済 学 者 の 中 で も長
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も積極 的な通貨統合推進論者の一人であるだけに,き わめて 印象的で あ,〕た。考 えるべ

き示唆 をたっぷ りと与 えられたセ ミナーであ った。

(渡辺 尚 ・今久保幸生)


